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の

 

Monochamus alternatus

 材

が 先する加 林

（ °19 4 、1 °17 1 、 高 5  m）に

木 本を、 より約 00 m れた ー

プと、約 1 100 m れた ープに 本

けて した（ -1）。 木の は 上

高0 0～ 0 mとし、 の の は 断した。

ープの 高 および 高はそれ れ

12. -15.0 cmおよび 9 .1 mで、 ープは

それ れ10.5 1 9 cmおよび 0 9  mであった。

（以下、本 とする）は 材 の

である セン Bursaphelenchus 

xylophilus（以下、 セン とする）の

な クターである（    1972 森

本・  1972）。本 は生 持 性 な

のために の の を する。その

ため、後 の は 材 の基

技術となっている。 、後 の

長に伴い 回 が 2 回から 1 回になるな

回 が減少 にあり、本 の発生時期の

がさらに になっている。 

-1 の  

ス は、 に新しい 木 弱木の

に する。 が約 1 週間で し、

は 下を べ生長するが、 になると材

に を し する（ 田 197 ）。

の低温で が され、 に ・ し、

に する。石 県において の 期間は

～ まで 、 の ークは 20日 後

である（  19 9  200 ）。 後、 ま

での発 には温度の影響が （ え 、 田 

197  19  200 ）、その発 点は

11～1 ℃の間にあり、50 の が す

るまでの有 温 500日度程度とする が多

いが、い れも 差が い とが られてい

る（ 田 197  19 上 199  200 ）。

さらに、同 林 木 であっても

時期の 差には、 木の立 によ

る日 り 乾燥程度の違いが影響する とが

されている（小林ら 197  200 ）。 

本研究では、同 林 に 木 本を

ープと ープに けて し、 木

とに の 日および での を

し、 上高 1～5 m の材 温度を した。そ

して、 ープ間の 時期の違いと材 温度の

影響および、 の と 時期との

を した。 

国 理  基本 （ 準 ）に

 本 の （ -2 ）の見 としを回 する

ため、2020 5 11～22 日に 木のすべての

を し、 にク ンで ークした

( -2 ）。 は長さ mの林業用 を い

表面に した の 下に ン ー ー

プを した（ 2 ）。5 25 日～7 22 日まで

に 12 回の を行った。

ープの 木に温度セン ーを2020

19日に し 20日から を行ったが、

ープは 4 7 日に し 4 日から

を行った。 上高 1 m、  mおよび 5 mの 材

温度を温度セン ー 型 ータロ ー（ 品

： ー クロン G タ プ）を用いて した。

木の 中 を 、20 mm 、 さ 0 mm の

を開け、 の に温度セン ーを各 1 し、

木の から造 した を20 mm し込

を 、 は り とした。7 22日まで 2時

間 とに材 温度を 計 した。 温の

は、 ープに する の に生

する 木の 上高 1 mに日よけ ーを け、同

の温度セン ーによって した。 
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7 22 日にすべての 木を し、 れらを

7 30日～ 13日に石 県農林総合研究センター

林業試験 （ ） した。 木

とに各 の （ 上高と 中 から

の水平 周 ）を した。また、 の

時期と との を するために、

木 とに の 日と に いて

を めた。 は の （v）およ

び水平 （h）の長さを し、その平均 とした

（ 2 ）。た し、 に の れな

が生 ている は、 の の で 表した。 

 

1. の

ープと ープの の

長の違いに いて、 日 との の度

を用いて v を行っ

た。 ープ との と の の違い

に いて、 日 とに 2 によって比較した。

そして、 れらの は が も多かった

木 T5 に いても同 に行った。 の 日

と 上高の に いて、 日を に

して を めた。 

本 の発 点は （2003）を 考に

12 0℃に し、日平均温度との差を して各

温度の有 温 300 日度および 500 日度の

日を めた。石 県では日平均 温が の発

点12.0℃を える日は 4 以 であるため、

各 ープの有 温 は 4 8 日を 点とし

た ータにより した。 

-4  の  

( )の中の は を す。 

木 1～6 において、2020 5 31 日～7

22日までの間に 132 の が 上高0 59～

5.98 m までに した（表 1）。木あたり

準 差（ 小 ）は 22.0 19.8

（10 2） であった（表 1）。 ープの

木 T1、T2 および T3 における は 13、12

および 17 で、 発日は 5 30 日、6 3 日お

よび 6 10 日であった。そして、 ープの

木 T4、T5（ ）および T6 における

は 10、62 および 18 で、 発日は 6 10 日、

6 10 日および 6 15 日であった。 ー

プの は ープより する

があった（Kol v 、p=0.004）

（ 4）。 

-2 の 構造 

は （v）と水平 （h）の平均
とした。 の と の はない。 

：6 21 日、×：6 27 日

中下 の は 角を す。 

-3 T5 る の  

日 ：6 10 日、 ：6 15 日、 
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2. の

3. T5

ープの 木 T5 において、6 10 日～

27日の間に 62 の が し、 15

4. 材 度

-2 材 の の  

日に ークを した（ -3、6）。 した 34 の

は 15日に ークを した で、

28 の は 6 21日に ークを した。

6 10 日に した 10 の 比率は 0.90

（9 10）で に って が したが（  = 

0.011、 2 ）、 6 15 日に した 28 の

比率は 0.64 で りは ではなかった（  = 

0.131、 2 ）（ -6）。しかし、6 21 日に

した 18 の 比率は 0.28 で に る

があった（ 0.059、 2 ）。そのため、

木 T5 における の 長は

とは なり、 の は より

する を した（ olmogorov-Smirnov 、

0 014）（ -6）。 

-1 から した の  

ープおよび ープは 4 8 日から した温度 ータから日平均 温を し、発 点を
12.0度とした有 温 300 日度および 500 日度に した 日を した。 

温における有 温 300 日度および 500 日度の 日と各 所の 日の差を した。
m.d.は を す。

木の および に した は

それ れ 5～25 および 2～37 であった（表

-1）。 木の 比率は0 5～0 80 まで られ

たが、すべての 木において の りは認め

られなかった（ 2 、 0 05）。 ープ

および ープにおける と の

長に の違いは認められなかった

（ -Smirnov 、 ープ：

0.982、 ープ： 0 9 7）（ -4）。ま

た、各 木における の 日と 上高と

の間に は認められなかった（ 0 05）。

 した 132 の平均 準 差

（ 小 ）は、 9 0 7（4 9 9 ） であっ

た。 木 との と 期に

は認められなかった（ 0 05）。 

ープは3 20日に温度 を開 した

が、 ープの開 日（4 8 日）までに、

温の有 温 が 4.0 日度であった。

4 日を 点とした 温の有 温 300

日度および 500日度の 日は 6 12日および

7 1日であった。 ープおよび

－8－



 

 本 の多 の は材表面からの さは

30 mm 以下の い 所に を し（ ら

2021）、 の上 より を 水平

に 表面に かって を り、 の

を する（ -2 ）。そのため、 木の表面

に した の は 間的に のおおよ

-6  T5 る の
 

上 の p は 2 による。 -5  の した の  

( )の中の は を す。

な の 事業の 期を するために

である。本 の には 後の有

温 が かかわっており、 が 5 下 か

ら発生する では、その 発生日の有

温 は 244～290 日度の であり、50

日は 500 日度程度である とが されてい

る（ 田 1975）。しかし、実 の発生林 におけ

る 長は施 の による 長

とは なる とが されており、 田（197 ）

は 林 に立て け した立木と に

した の の合計 1,629 に いて発生

長 を行った 、 の 長に らかな違

いがあり、 の では実 の林 の発生時期

を る 能性を した。さらに、 （200 ）

は と林 では 日光のため 温度に差

が生 、本 の発生 長が影響される とを

した。 の とは けでな 、 林 で

木が発生すると ・ に伴いギ ップが

され、 木の が 日光に されるように

なり、 の材 温度が上 する 能性がある と

を している。本研究において、 に い

面に する ープの の

日は 5 31 日であり、 より れた林 の

ープの 日は 10日であった。

ープの 25 の が ープの

ープにおいて、それ れ 3 所および 1 所で

温度セン ーの 合により が生 た（表

-2）。 木における材 の有 温 300 日

度の 日は 温より 、それらは

ープおよび ープでそれ れ 5 所

(5/6）および 所（ ）であった（表 2）。

木 T2 の 1 m における有 温 300日度の

日は、 温より 9 日 かったが、その では 5

日以 であった（表 2）。また、 温より 有

温 500 日度に した 所は ー

プおよび ープでそれ れ 3 所（ ）

および 7 所（7 ）あり、 温より

する が 持された（表 2）高さ 1 mおよび 5 m

の有 温 が で た 木において、高

さ 1 m における有 温 00日度の 日は

5 mと比較して なる があった（5 5）。 

その を している。 

松 い おける本 の 時期は、

日までに し、 ープの の

長は ープより した（表 2、 -

）。しかし、 ープの 木 T2 の 上高

－9－



二 ・ 口 ・中 ・ ・

ト Acanthocinus griseus 

(Fabricius) (Coleoptera: Cerambycidae)の

長と 長 日林 77：86-88 

・小 ・ 森 （2021）上面お

よび 面 式による 処理での MITC

度の と の

日林  10 ：1 191 

用

二 （200 ） の発生

長 石 県林試研 4：47 

二 ・ （1995）高 県における

田 （1975） の発 と

温度の 森林 24：20 211 

田 （1976） の生

森林 25：1 2 1 5 

上 雄（199 ） 取県 における 10 間

の の 期と の

長 取県林試研 ：19 27 

田 （1978） の 長

に いて 日林 支研 1：2 2 4 

 洋 （1988） 材 松 い

トー ス・ ン ー

小林 ・ 田 ・ 田 （1976）

木の乾燥程度、 さと の

、 持 6 回日林 ：2 9 240 

 ・高 （2006）

の 時間 57 回日林 支 ：227 2 1

1 m の材 温度は 6 1 日に有 温度 00 日

度および 6 19 日に 500 日度に し、その の

1 所と比較して も い 日になったが、

ープ間では 日に な違いは認められな

かった（表-2）。本 の には材の乾燥程度

時の な の有 温 以 の の

が されており（小林ら 1976 ・高  

200 ）、 （19 ）は、 ・ 田（197 ）が

したように の発 と温度から められた発

点 有 温 は す であり、 条件下で

に 用するには が多いという とが本

にも てはまる とを べた。本研究でも温度以

の の により、材 温度の では ー

プ間の 長の違いを する とがで

なかったと考えられる。 

また、 長が なった と ープ

に けて、 の と に した と

の 長の比較した 、2 の 時期に

違いは認められなかった（ -4）。しかし、

が も多かった 木 T5（ ：62 ）で

は、 木の の の ークは

より 、 する 比率

が高い を した（ 、6）。 の 木では、

木 の は 日光の影響が 材

温度が上 し すい条件にあったため、 に

を した は の より 発 し

したと考えられる。しかし、 には の 2

に な温度差は生 に いと考えられ、その

の の影響もあるため、2 の 時期の

違いが生 る 木は多 ないと われる。 

 有 温 00 日度の 日は 上高 1 m が

5 m よりも かに なる があり（表-2）、

の は 500 日度 日も同 であった。しか

し、 の 日と 上高の間に 性は認め

られなかった。人工 を えた 条件下にお

いても 後に までの発 に な

有 温 は によって ら と

が られている（ 田 1975 上田・ 田 1995）。

そのため、 上高の違いに伴って生 た有

温 の 日の違いは 間の スに比べて

い にあり、 長に影響を えなかった

と考えられる。

ト

において、 日と との間に が

認められない とが られている（ ・  

1995）。本研究においても、本 の 日

と の間に は認められなかった。 れらの

とより、 は 時期に影響しない

のかも れない。 

Acanthocinus griseus

Mamiya Y, Enda N (1972  Transmission of 

森本 ・  （1972） セン

Bursaphelenchus lignicolus (Nematoda: 

Aphelenchoididae) by

(Coleoptera: Cerambycidae). Nematologica 

1 : 159 1 2 

としての の

日林 54：177 1  

（200 ） 県における

の 長 林技研  16：1 6

田 （197 ） の発 に

Monochamus alternatus

する温度 試験 日林 支 24：14 149 
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発 有 温 、およびその 理的差 応

 17：19-24

 （2008） と林 に いた 材

材 の温湿度 日林  90：25 25  

上田 ・ 田 （1995）

の と日長・温度の 日林 支

4：1 4 1  

二・ 田 雄（197 ） の発 点と

（1989 ） の

と 材 の に する研究 石

県林試研 20：1-142 
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